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平成 28年 9月 12日 

江南市地方創生推進課 御中 

コミュネット江南 

絆づくりカフェ２０１６ 事業報告書 

1. ねらい 

江南市にも、このまちをもっと住み良く楽しいまちにしようと頑張っている人たちは、おられる

のだが、みんなバラバラに活動していて実感できるほどの活性化していないように思われる。 

そこで、江南市の活性化や住みよくするために活動しているか又は活動したいと思っている人達、

に集まっていただき、「何をしたらいいか、何があればいいか」など、江南市が楽しく、住み良くな

るいろいろなアイデアを出し合いながら、連携・協力できそうな人たちを探したり、参加したい団体

や活動を見つけたりと、人と人や人と活動の出会いの場を開催する。 

これを機会に江南市で頑張っている人達が「業種」や「活動分野」を超えて繋がることが出来れ

ば、もっといろいろな活動が活発化して、市民力も向上していくと思われる。 

 

２．実施内容 

◆絆づくりカフェ２０１６ （参加者数：３０名） 

「第 1回異業種・異分野交流会」 

 江南市の暮らしを、豊かにするために、私達が出来ることは何か！みんなで考えよう！ 

 

日 時：9月 4日（日）14時～16時 

場 所：すいとぴあ江南 大広間 

対象者：江南市の活性化や、住み良くする活動に、興味関心のある方 

参加費：無料（託児付き・1歳から未就学児） 

 

内 容 

１３：３０ 受付開始（参加者にはネームプレートを作ってもらう） 

１４：００ あいさつ 主旨説明 

１４：１０ トークテーマを参加者から募り、６テーマに決定 

参加者が６テーマに分かれる 

１４：３０ 各テーマごとにディスカッション 

       方法：ワールドカフェ風にみんなで自由に模造紙に書き込む 

１４：５５ 席替え（テーマを出した方々以外の参加者が別のテーマに移る） 

      もう一度、各テーマごとにディスカッション 

１５：２５ 各テーマごとの結果を発表してもらい、全体での意見交換。 

１５：５０ 市からの案内や締めのあいさつの後、交流会 

１６：４０ 撤収 
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２．成果と課題 

（1）成果 

  ※ディスカッションの結果の詳細は、別紙参照。 

今回は、募集期間が短かったのと、今までとは違うターゲットに向けて参加募集を行ったの

で、実際に何人ぐらいの方々が参加して頂けるのか、全く予想が出来ない状況で当日を迎えた

ので、とても不安だったのですが、コミュネットの仲間達が前日まで、あきらめないで声をか

け続けてくれた事もあって、３０名の参加者が集まってくださり、会場のサイズやテーマの数

を考えると、ちょうど良い人数でした。 

異業種・異分野の結果としては少なかったですが、会社関係から５名・福祉関係から３名・自治

会関係から２名・音楽活動関係から２名・一般の主婦から３名など、まちづくり分野のボランティ

ア活動関係以外の人達も参加してくれたので、異業種・異分野交流会の主旨としてはなんとか成立

して良かったです。 

参加者から当日にその場でトークテーマを募る事には、心配の声も多く聞かれましたが、６

テーマの内の３テーマは、コミュネットのイベントに初めて参加される方々でしたし、あまり

時間をかけることなく６テーマが揃ったので、参加者の積極的な姿勢を感じました。 

結果の発表を聞いて、話し合いが順調に盛り上がり、それぞれのテーマに対し色々な視点か

らの意見が活かされた話し合いが出来ていたのだと感じました。 

（2）課題 

この事業は、話し合いを楽しんで交流するだけではなく、そこで話し合われた意見やアイデアを

活かして今後の活動につなげていくことが目的で、今回はたくさんのアイデアや掘り下げていきた

いテーマが出ましたので、これを次にどのようにつなげていくのかを考え、企画を立てていかなけ

ればと強く感じています。まずは、コミュネットの仲間と話し合って次の一歩をどうしていくのか

決めていきます。 

 



絆づくりカフェ 2016 

「第 1 回異業種・異分野交流会」 

 江南市の暮らしを、豊かにするために、私達が出来ることは何か！みんなで考えよう！ 

 

日 時：9 月 4 日（日）14 時～16 時 

場 所：すいとぴあ江南 大広間 

対象者：江南市の活性化や、住み良くする活動に、興味関心のある方 

参加費：無料（託児付き・1 歳から未就学児） 

 

主催：江南市  企画運営：コミュネット江南 

 

参加者数は３０名で、会社関係から５名・福祉関係から３名・自治会関係から２名・音楽活動関係から２名・

一般の主婦から３名など、まちづくり分野のボランティア活動関係以外の人達も参加してくれました。 

トークテーマを参加者から募ったところ、６名の方々がひとつずつテーマを出してくれて、他の参加者は興味

のあるテーマに分かれて、テーマに関する会話を楽しんで頂きました。途中で一度、参加者には他のテーマに

席替えしてもらったのですが、より話し合いが盛り上がっていました。 

 

テーマごとに話された内容のまとめ 

◆音楽活動 

 ・音楽を楽しむ場所作り！！（お金の要らない） 

 ・気軽に誰でも使える音楽用の多目的室（チャレンジスペース） 

 ・音楽を教えたい人が「教え」、学びたい人が「学ぶ」場作りをする。 

 ・ＪＡＺＺの街、江南！！ 江南にＪＡＺＺの風を♪ 

 ・色々なジャンルとのコラボレーション（吹奏楽・ＪＡＺＺ・フォーク・オカリナ） 

 ・プロ･アマ問わず、音楽の大イベントを開催。まずは１日から。出来れば数日。 

・子どもから大人まで楽しめるような音楽イベント。 

・行政に、「もっと文化の発展に力を入れろ！」と言いたい。 

 ・アピタ江南西店のホールなど市民の集まる場で定期的に活動し、多くの方に知ってもらう事や参加しやす

い方法を考える。 

 ・地域に音楽に関わる教室作り。 

 ・もっと多くの方に市内で行っている音楽活動にも参加してほしい。 

 ・中学生の体験学習として演奏会の見学などもっと音楽に触れる機会をつくってほしい。 

 ・市民に江南ジャズオーケストラがある事を知るキッカケや機会を作ってほしい。 

 ・高齢者などが集まる場（サロンなど）と交流してほしい。 

 ・色々な、音楽に関わる団体とコラボしてほしい。 

 ・親子で楽しめる音楽鑑賞。 

 ・江南市の音楽フェスティバルを開催する。 

 

◆マルシェ 手作り・手仕事（次の世代へ） 

 ・売り上げを江南市の活性化のために使う。 

 ・手作りは子育てと同じ。お金ではなく、手間隙をかける、世界にたった一つしかないものをつくる！ 

 ・伝統の継承など大切にしたいこと、伝えていきたいこと、長く続けていきたいこと！！  



 ・江南文化会館を活用し江南の特徴を出す。マルシェで人を集める。 

 ・江南駅前通りで活性化のために、歩行者天国にして江南文化会館まで導線を作る。 

 ・複数会場にブース、店舗を展開し、江南駅←→文化会館巡る。（回遊させる） 

 ・マルシェで地域交流！音楽もジョイント（ＪＡＺＺ･ポップス） 

 ・イベントを知らせる方法は？イベントに入っていきやすくなる方法は？ 

 ・現在のシャッター通りをどうするか？→他の店を呼ぶ。 

 

◆近所付き合いをどう深めるか？ 

 ・楽しいイベント、お祭り。 

 ・あいさつが大事、あいさつからはじまる。 

 ・ほめるカードの発行 

 ・区の単位で集まって交流したら→提案したけど、小さい単位にならない。 

 ・子どもも大人も含めて、交流したい。 

 ・住宅は増えるが、交流が出来ない。亡くなった人がいてもわからない。 

 ・スクールガードをやっても子どもの見守りには限界がある。 

 ・民生委員(談)「人とふれあいがない老人が多い」 

 ・災害がおきても助け合いが出来ない。 

 ・役員（子ども会、区長）をやりたくない。町内会費も集めにくい。 

 ・回覧板を回す回数を増やす。（内容も地域の情報で） 

 ・近所付き合いをしたくない人もいる。でも、防犯･防災を考えると必要。 

 ・区長の名義で集まる場を作る。 

 ・粗大ゴミを持ってくるのも大変→助け合いもない。 

 ・ご近所で３人組をつくるのでも良いのでは？「誰も知らない」という状況をなくす。 

 

◆江南に個性的な公園を！！ 

 ・寄り道ができない！！心の遊びがほしい。 

 ・公園に木が少ない、水が出ない、トイレがない。 

 ・管理の問題、地域の人たちが関われる公園。 

 ・ご近所で公園に集まって体操。 

 ・公園で多世代交流が出来る。 

 ・子どもが秘密基地を作れるような公園。 

 ・畑がしたい。 

 ・老人の公園（交流の場にする）→世代間交流になる→ご近所さんが顔なじみになる。 

 ・中央公園の活用 

 ・テーマのある公園に！（ハラハラドキドキ・どろんこ・カラフル） 

 ・グラウンドで１年生から６年生まで、みんなで遊びたい。 

 ・人と人をつなぐ場所で、ひとりの人が一生楽しめる公園。 

 ・ちょっと寄りたい場所で！安心･安全でかつ！どろんこを思いっきり楽しめる公園。 

 

◆江南のまちづくり（市の今後のあり方） 

 ・インターネットで地域の情報を広め、まちを活性化したい。 

 ・優良企業の誘致。 



 ・交通の便を良くする。稼げるまちづくり。 

 ・駅周辺に専門店。自転車や歩いて買い物が出来る市に。 

 ・車がなくても生活できる市を作る。自転車を活用。 

 ・近隣大都市のベッドタウンでいい。 

 ・往来し易いまちづくり、方法を考える。 

 ・駅前を含め、交通手段を考える。 

 ・名鉄犬山線を軸とした発展。 

 ・シャッター街をオシャレに。 

 ・高齢者介護に対する、情報の活性化が必要。 

 ・公共手段がほとんどない→マイカー中心で朝夕混雑が激しい。交差点の矢印信号を増やすべき。 

 ・江南市をどうしたいかターゲットを絞って都市計画をもう一度考え直してほしい。 

 ・駅前商店街が大須商店街のようになってほしい。 

 ・江南駅から名古屋までは便利なことをもっと活かしてほしい。 

 ・駅までの市内からの交通ルートをつなぐシステム作り。 

  

◆高齢者の居場所づくり 

 ・自宅に引きこもりになる独居老人が増えている。 

 ・ご近所で集まって宿泊等が出来たらいい。 

 ・独居の方を、いかに外へ連れ出すか。 

 ・枠にとらわれない、誰でも利用できる居場所があればいい。 

 ・泊まりは・・・難しい。 

 ・老人クラブもあるよ。 

 ・孤独にならない仕組み作り。 

 ・居場所、誰かがやらないといけない。 

 ・役員をしたくないけど、まわってくるから、会には入りたくない。 

 

★次につながるテーマ 

 ・音楽のあふれる、音楽の街「江南」の実現に向けて。 

 ・江南市の音楽フェスの実現に向けて。 

 ・江南駅前商店街から文化会館をつないで行うマルシェを中心としたイベント。 

 ・区の単位やお隣さん同士の交流を深めるために、必要な政策や自分達で出来ることについて。 

 ・公園を中心とした地域の活性化。それぞれの公園がその場所に合った特色をしっかり持つ。 

 ・公園の作り直し提案。（利活用の具体的な方法を示す事で、それに適した公園に作り直してもらう） 

 ・市内の交通について。調査と改善案の提出。 
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